
中

世

前

期

の

域

館

に

つ

い

て

ー

白

田

山

館

・

真

田

城

を

中

心

托

し

て

1

山

本

貫

は
じ
め
に

中
世
前
期
の
城
館
を
考
察
す
る
た
め
畠
田
山
重
忠
の
自
国
山
館
(
埼
玉
県
大
里
郡

川
本
村
本
自
号
、
菅
谷
館
(
同
県
比
企
郡
嵐
山
町
菅
谷
)
、

岡
崎
義
実
の
岡
崎

城
(
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
匂
)
、

真
田
義
忠
の
真
田
城
を
取
り
上
げ
た
o

こ

れ
ら
の
武
士
は
中
世
前
期
の
武
将
で
あ
り
、

城
館
は
自
由
山
館
以
外
は
中
世
後
期

に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
世
祐
氏
・
八
代
国
治
氏
工
、

人
物
を
中
心
と
し
た
論
著
が
あ
り
、

貫
達
人
氏
(
乏
の

自
国
山
重
忠
に
つ
い
て
は
、

『
埼
玉
県
史
』
第
三
巻
に
一
な
い
て
も
武
蔵

武
士
の
典
型
と
し
て
扱
っ
て
い
る
す
)
0

こ
れ
ら
の
論
著

K
は
白
田
山
館

K
つ
い
て

も
論
及
し
て
い
る
が
簡
単

K
触
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
川
本
村
で
は

研
究
が
盛
ん
で
あ
る

(40

自
国
山
重
忠
公
史
跡
保
存
会
が
あ
っ
て
、

こ
れ
に
対
し
て
岡
崎
義
雫
二
真
田
義
忠
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
左

ぃ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
城

K
つ
い
て
は
『
日
本
城
郭
全
集
』
第
四
巻
の
中
で
伊
礼
正

雄
氏
主
が
詳
し
〈
述
べ
て
な
ら
れ
る
o

最
近
で
は
丸
茂
武
重
氏
(6)
が、

『
日
本

時
比
史
地
理
総
説
』
中
間
織
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
白
田
山
館
と
菅
谷
館
の
移
動
の
理
由
、

岡
崎
城
と
真
田
城
に
つ
い
て
、

棺
模
平
野
西
部
地
域
へ
の
三
浦
氏
の
進
出
拠
点
と
し
て
の
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ

歴
史
地
理
的
民
考
え
て
み
る
c

{日

扶

川
本
村
は
荒
川
と
越
辺
川

K
挟
ま
れ
た
比
企
北
丘
陵
の
北
側
で
、

中
位
段
丘

面
上
に
位
置
す
る
。
第
三
紀
中
新
世
の
松
山
階
の
比
企
北
丘
唆
は
関
析
が
著
し

開
析
谷
の
方
向
は
北
東
!
南
東
、
あ
る
い
は
西
北
西
1

東
南
東
を

示
し
て
い
る
ナ
)
0

こ
の
丘
陵
に
は
同
じ
方
向

K
幾
筋
か
の
断
層
が
通
つ
て
な
り

(
丘
、
市
ノ
川
も
推
定
断
高
線
に
沿
っ
て
開
析
が
進
ん
で
い
る
。
市
ノ
川
は
比
企

く
進
行
し
、

北
丘
陵
の
北
側
斜
面
に
水
源
を
も
っ
て
い
る
が
、

荒
川
へ
は
流
下
せ
ず
に
寄
居

町
今
市
の
街
村
集
落
の
南
側
を
丘
竣
縁
辺
部
に
沿
っ
て
流
れ
、

や
が
て
丘
唆
内

を
南
東
方
向
に
流
れ
て
ゆ
〈
O

開
析
谷
の
幅
は
約
二
五

0
1
四

O
C
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
口
比
企
北
丘
陵
の
南
側
代
都
幾
川
が
流
れ
て
い
る
が
、

こ
の
川
は
嵐
山

町
菅
谷
で
西
か
ら
渓
谷
の
中
を
流
れ
て
く
る
槻
川
を
合
流
し

や
が
て
誠
一
辺
川

と
な
っ
て
入
間
川
に
注
き
南
夫
代
荒
川
へ
流
入
す
る
。

2 

比
企
北
丘
陵
は
大
体
が
針
葉
樹
に
掩
わ
れ
て
な
り

丘
陵
縁
辺
部
は
比
高
約

一
0
1
一
五
メ
ー
ト
ル
の
段
丘
面
と
左
っ
て
い
る
c

こ
の
付
近
に
な
け
る
水
田

は
、
吉
野
川
流
域
の
沖
積
地
を
主
と
し
、
段
丘
面
に
は
僅
か
に
存
在
す
る
の
み

昭
和
二
十
九
年
の
調
査
(9)
で
も
吉
野
川
流
域
の
本
田
村
は
八
十
二
町

段
丘
面
の
自
国
山
村
は
二
町
余
で
あ
っ
た

gc
全

で
あ
り
、

余
の
水
田
を
も
っ
て
い
た
が
、

体
的
に
見
れ
ば
こ
の
付
近
一
世
情
は
桑
畑
中
心
と
し
た
畑
作
地
帯
で
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
荒
川
か
ら
取
水
ず
る
山
王
用
水
が
段
丘
面
を
瑚
酒
税
し

こ
れ
に
よ
「

て
窪
田
化
が
進
行
し
た
。

自
由
山
館
と
菅
谷
館

付

自
国
山
館
の
遺
構

畠
山
舘

K
つ
い
て
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』

(
以
下
同
書
を
『
新
武
記
』



と
略
す
)
(
H
)
K
あ
る
記
事
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

(副 (C)(B) (A) 

と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ら
の
史
料
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
の
遺
跡
の
現
状
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

小
土
手
が
遺
っ
て
が
り
、

村
の
中
程
に
あ
り
広
さ
は
一
町
平
方
で
平
坦
地
で
あ
る
o

中
世
城
館
の
面
積
に
つ
い
て
豊
田
武
氏
は
、

『
武
士
団
と
付
落
』
(
診
の
中
で
、

館
祉
に
は
へ
幡
社
が
あ
る
。

八
幡
社
の
後
に
五
輪
塔
が
あ
る
。

重
忠
の
井
と
呼
ぶ
古
井
戸
が
付
近
に
あ
る
。

以
上
の
四
点
に
つ
い
て
今
少
し
詳
細

K
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

東
西
約
四
五
メ
ー
ト
ル
、

ら
れ
る
単
郭
犬
方
形
館
。
面
積
は
、
複
郭
式
館
城
に
比
べ
て
蓬
か
に
広
い
と
さ

現
在
館
祉
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、

三
反
前
後
か
ら
五
、
六
反
前
後
で
あ
る
と
し
て
島
田
豊

寿
氏
の
論
文
を
引
用
さ
れ
た
が
、
島
田
氏
の
論
文
章
で
は
、
第
一
期
豪
族
屋
敷

を
中
世
末
期
の
も
の
と
し
て
い
る
o

次

κ小
室
栄
一
氏
霊
は
、
中
世
初
期
に
み

中
世
初
期
の
館
は
二
、

な
く
、

れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
素
朴
な
外
部
的
攻
撃
力
と
の
相
鳴
関
係
」
ば
か
り
で

中
世
領
主
権
が
未
完
成
な
状
態
に
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

K
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
は
る
る
が
、

『
新
式
一
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
地
誌
は
、
中
世
城
舘
研
究

小
室
栄
一
氏
宮
)
が
指
摘
さ
れ
て

と
提
起
さ
れ
て
い
る
o

凶
南
北
約
五
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
o

『
川
本
村
の
史
蹟
』
で
は
、
東
西
、
南
北
と

も
に
三
十
間
と
し
て
い
て
官
Y

『
新
武
記
』
の
一
町
四
方
と
は
か
左
り
の
差
が

あ
る
。

い
る
よ
う
に
、

面
積
、

距
離
、

方
位
な
ど
は
必
し
も
正
し
く
な
い
o

更
に
こ
れ

が
中
世
初
期
城
館
を
し
て
広
大
左
面
積
に
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
c

こ
れ
は

寵
瀬
良
明
氏
立
が
、

。
』闘副担---

「
館
祉
周
辺
の
同
族
の
安
全
を
計
ら
ん
と
し
た
精
神
一

「
集
落
そ
の
も
の
が
武
装
し
た
一
と
述
へ
て
な
ら
れ
る
の

畠山館・菅谷館の位置図図 1

3 

館

国 3 館

山

谷

畠

菅

図 2



K
通
ず
る
o

ζ

乙
で
中
世
前
期
城
館
と
し
て
大
蔵
館
(
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
蔵
)
を

考
え
て
み
よ
う
o
大
蔵
館
は
帯
万
先
生
義
賢
の
館
と
さ
れ
て
い
て
(
苧
『
新
武

記
』
(
阜
で
は
方
一
町
と
し
て
い
る
o
実
測
図
で
は
『
埼
玉
県
史
』
第
二
巻
(
辺
と

小
室
栄
一
氏
(
与
の
も
の
が
あ
る
。
現
遺
構
は
『
埼
玉
県
史
』

K
載
せ
ら
れ
て
い

る
も
の
か
ら
み
る
と
だ
い
ぶ
出
府
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
さ
は
東
西
約
一
七

O
メ

ー
ト
ル
、
南
北
約
一
一
一
五
メ
ー
ト
ル
あ
っ
て
方
一
町
よ
り
は
か
念
り
広
い
面
積

で
あ
る
o

『
新
武
記
』
の
記
事

K
は
次
の
よ
う

K
あ
る
。

村
ノ
商
方
一
一
ア
リ
方
一
町
許
リ
、

構
ノ
内
ニ
稲
荷
社
ア
リ
今
ハ
大
抵
陸
田
ト

ナ
レ
リ
、

カ
ラ
堀
及
ピ
塘
ノ
蹟
残
レ
リ
、

此
ヨ
リ
西
方
ニ
小
名
堀
ノ
内
ト
云

フ
ア
リ
、
普
ハ
此
辺
マ
デ
モ
構
ノ
内
ニ
テ

現
在
大
蔵
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
は
御
所
ヶ
谷
で
あ
り
、
堀
内
は
こ
こ
よ
り
北
側

K
あ
る
o

し
か
し
『
新
武
記
』
の
記
事
は
、
村
の
西
方

K
あ
る
方
一
町
許
h
y
の

地
域
と
堀
内
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
の
で
、

と
の
遺
構
に
つ
い
て
は
規
模
の
点

K
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
o
そ

れ
は
後
日
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
少
左
く
と
も
大
蔵
館
の
面
積
は
方

一
町
以
下
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
o

そ
こ
で
畠
山
館

K
つ
い
て
『
新
武
記
』
の
記
載
を
一
つ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
考
え
て
み
る
。
川
本
村
は
土
地
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
、

土
地
景
観
は
一
変

し
て
し
ま
っ
た
が
、

地
籍
図

K
よ
っ
て
以
前
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
れ

K
よ
る
と
一
町
四
方
よ
り
も
少
し
大
き
い
方
形
の
プ
ラ
ン
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
現
館
祉
を
北
東
の
隅
に
な
い
て
考
え
た
も
の
で
、
館
祉
の
南
と
東
に
は
、

土
地
の
人
が
古
い
道
と
称
し
て
い
る
一
本
の
道
が
通
じ
て
い
て
、
館
祉
の
す
ぐ

東
側
に
は
廃
巾
塔
が
建
っ
て
い
る
o

地
籍
岡
で
館
祉
を
調
べ
た
場
合
、
堀
な
ど

が
水
田
と
な
っ
て
い
た
り
し
て
規
模
を
調
べ
得
る
が
、
自
国
山
館
に
は
そ
の
よ
う

な
遺
構
も
見
い
出
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
地
籍
図
か
ら
館
祉
の
規
模
を
想
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(B) 

小
字
名
を
「
八
幡
」

(
ヤ
ハ
タ
)
と
い
う
o

現
在
は
北
方
約
六

O
O
メ

!
ト
ル
の
と
ζ

ろ

K
あ
る
井
椋
神
社
に
明
治
四
十
一
年
に
合
-
記
さ
れ
て
い
る
c

『
新
武
記
』

K
よ
れ
ば
天
治
年
中
(
一
一
一
一
四

1
一
一
六
)
に
勧
請
さ
れ
た
o
井

糠
神
社
も
同
じ
時

K
秩
父
郡
吉
田
郷
芦
田
村
か
ら
勧
請
さ
れ
て
い
る
(
忽
o

小
土
手
は
館
祉
の
北
側

K
約
四

0
メ
ー
ト
ル
、
東
側
で
約
三

0
メ
ー
ト
ル
、

西
側
で
約
五
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
o

こ
の
中
で
東
西
方
向
の
切
断
面
を
み
る
と
基

底
部
約
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
o
し
か
し
と
れ
ら

の
土
盛
は
外
側
か
ら
は
畑
地
に
な
っ
て
い
る
か
ら
容
易

K
確
認
で
き
る
が
、

内

側
は
全
体
的

K
西
側
が
緩
傾
斜
を
も
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
見
分
け

K
く

4 

ぃ
。
今
、
東
・
西
・
北
の
外
側
か
ら
み
た
場
合

K
『
新
武
記
』

K
あ
る
小
土
手

ら
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
が
、

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
士
塁
に
区
画

さ
れ
た
部
分
が
館
祉
と
い
う
こ
と

K
左
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し

ωで
述
べ
た
よ

百
数
十
騎
の
武
将
の
館
に
し
て
は
小
さ
h

と
思
う
凶
o

ま
た
、
遺
構
そ

う
に
、

の
も
の
も
見
方
を
か
え
れ
ば
全
体
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
壇
状
の
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
o

次

K
土
塁
に
関
連
し
て
堀
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
篭
瀬
良
明
氏
(
匙
は
、

築
城
と
い
う
も
の
を
天
然
の
防
禦
性
と
そ
れ
に
対
す
る
要
工
事
性
と
い
う
関
係

で
論
じ
て

b
ら
れ
る
。
防
禦
性
が
天
然
の
も
の
と
人
工
的
な
も
の
に
よ
り
一

O

。
パ
ー
セ
ン
ト

K
発
揮
さ
れ
左
け
れ
ば
左
ら
左
い
0

自
由
山
館
の
場
合
、

堀
の
存

在

K
つ
い
て
の
記
録
・
伝
承
は
左
い
o
平
坦
地
立
地
で
あ
る
か
ら
土
塁
だ
け
の

場
合
、

か
な
り
堅
固
な
土
塁
で
左
い
と
防
禦
力
は
弱
い

o
堀
が
あ
っ
た
場
合
、



こ
れ
も
立
地
条
件
か
ら
推
測
す
る
と
四
閣
を
縫
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
c

般
K 

水
療
は
件
叶
ル
l

J

分
間
搬
に
す
る
意
味
と
同
時

K
、
中
世
城
館
の
場
合
は
湘
官
級
用
水

と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
内
内
川
山
能
の
場
合
、
段
五
面
上
に
立
地
す
る
か
ら
水
濠

と
は
な
ら
左
い
一
む
用
水
の
問
題
は
倒
で
詳
論
す
る
。
結
局
、

堀
の
問
題
に
つ
い

て
は
推
測
の
域
を
税
し
な
い
。

pu 

五
輪
塔
は
現
在
で
は
六
基
あ
る
。

(D) 

重
忠
の
井
は
、

生
湯
の
井
戸
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
o

中
世
城
館
の
立
地

を
考
え
る
場
合
、

飲
用
水
の
問
題
は
重
要
で
あ
る

(
5
0
ω
で
触
れ
た
大
蔵
館
の

南
西
に
あ
る
鎌
形
村
に
は
源
義
賓
の
子
義
仲
の
生
湯
の
井
戸
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
o
本
自
国
は
前
に
少
し
触
れ
た
が
洪
積
台
池
上
に
位
置
し
て
い
る
o

地
質
は

物
見
山
砂
礁
層
で
あ
り
、

透
水
性
が
大
き
い
o

し
た
が
っ
て
飲
用
水
は
得
に
く

い
o

自
由
山
館
付
近
を
み
る
と
、
ヰ
車
中
む
の
井
が
館
祉
の
東
隣
り
の
田
中
一
好
氏
宅

裏
庭

K
あ
る
o

現
在
は
石
箇
い
が
お
る
だ
け
で
使
用
さ
れ
て
い
左
い
o

こ
の
位

置
か
ら
東
へ
十
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
同
氏
宅
の
井
戸
は
、

水
道
が
敷
設
さ
れ
た

現
在
で
も
よ
〈
使
用
さ
れ
て
な
り
、

こ
の
家
よ
り
更

K
道
路
を
挟
ん
だ
東
方
の

家
も
よ
い
井
戸
を
持
っ
て
い
る
o

重
中
止
の
井
一
戸
と
田
中
一
好
氏
宅
の
井
一
戸
を
結

ん
だ
線
上
に
良
好
在
地
下
水
脈
が
通
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
線

よ
り
数
十
メ
ー
ト
ル
南
北
方
向
に
は
ず
れ
て
し
ま
う
と
、

井
戸
水
は
あ
ま
り
良

く
J

な
い
と
い
う
o
洪
積
台
地
上
に
な
い
で
か
な
り
狭
い
範
圏
で
し
か
良
い
飲
用

水
げ
か
得
ら
れ
左
い
。
そ
の
水
脈
上
に
館
は
立
地
し
て
い
た
o

以
上
で
『
新
武
記
』
の
記
事
の
検
討
は
終
る
。
次

K
白
田
山
館
と
菅
谷
館
の
立

地
条
件
な
ど
を
比
較
し
な
が
ら
、

移
動
の
理
由
を
考
え
て
み
る
。

最
初
に
文
献
を
み
る
と
『
吾
妻
鏡
』
の
文
治
三
年
十
一
月
十
五
日
条
に
「
式

蔵
国
菅
谷
舘
」
と
あ
り
、

元
久
二
年
六
月
二
十
二
日
条
に
は
「
小
会
郡
菅
谷
館
」

?
と
あ
る
。
こ
れ

K
対
し
て
畠
山
館
は
文
治
三
年
十
一
月
二
十
一
日
条
に
み
え
て

い
る
o
文
治
三
年
の
記
事
は
、

梶
原
景
時
の
議
三
口
に
抗
議
し
て
自
由
山
重
忠
が
鎌

ム
震
か
ら
武
蔵
国
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
o

十
一
月
二
十
一
日
条

は
、
源
頼
朝
が
下
河
辺
行
平
を
使
者
と
し
て
派
遣
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
白
田
山
館
と
あ
る
の
を
川
本
村
の
館
と
解
釈
す
る
と
、

十
五
日
条
の
方
代
菅

谷
館
と
あ
る
か
ら
、

下
河
辺
行
平
は
菅
谷
舘
に
向
っ
た
と
こ
ろ
、

重
忠
は
川
本

村
の
方
へ
き
て
い
た
の
で
、

こ
こ
ま
で
行
平
も
訪
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
左

る
。
し
か
し
、

場
合

K
よ
っ
て
は
戦
闘
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
の
だ
か

ら
、
立
地
条
件
で
防
禦
性
の
乏
し
い
川
本
村
畠
山
館
へ
も
ど
る
理
由
は
な
い
と

思
う
o

『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
は
、
自
田
山
重
忠
の
舘
と
い
う
意
味
で
の
白
田
山
館
で

あ
っ
て
、

具
体
的
な
場
所
を
さ
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
二
年
の
記
事

で
は
、
菅
谷
館
が
比
企
郡
に
あ
り
、
自
国
山
館
が
男
余
郡
(
現
在
は
大
里
郡
内
)

に
あ
る
の
で
混
乱
す
る
。
小
室
栄
一
氏
(
答
は
、
小
余
郡
へ
こ
の
時

K
は
も
ど
っ

5 

て
い
た
か
、

あ
る
い
は
『
吾
妻
鏡
』
編
者
の
誤
記
と
さ
れ
て
い
る
o

誤
記
と
簡

単

K
片
付
け
ら
れ
る
が
、

私
は
前

K
も
述
へ
た
よ
う

K
も
ど
る
理
由
は
左
い
と

思
う
o
裏
付
け
る
も
の
が
な
い
が
、

私
は
自
由
山
舘
と
菅
谷
館
を
併
用
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
o

同一

自

由

山

館

と

菅

谷

館

の

比

較

地
形

自
白
山
館
は
比
企
北
丘
陵
北
側
の
中
位
段
丘
面
に
あ
J

る
。

標
高
は
約
七

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
方
の
三
本
(
大
里
郡
江
南
村
)
で

約
四
八
メ
ー
ト
ル
で
る
る
し
荒
川
へ
は
急
濯
を
も
っ
て
鵠
む
が
、
比
高
は
約
七

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
o

館
か
ら
荒
川
ま
で
の
距
離
は
北
方
・
西
方
と
も
に
約
五
つ

0
メ
ー
ト
ル
で
、

館
は
辺
i

坦
地
の
中
氏
位
置
す
る
o

菅
谷
館
は
同
じ
丘
暖
の
南



側
に
あ
る
低
位
段
丘
面
に
あ
る
o

標
高
は
約
五

0
メ
ー
ト
ル
で
、

西
側
約
七
五

0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
小
山
が
あ
り
、

そ
の
一
史

K

活

K
は
標
高
一
七
六
メ
ー
ト
ル
の
大
平
山
が
あ
る
。
北
方
約
一
、

七
キ
ロ
メ

i

ト
ル

K
比
企
北
丘
時
間
の
南
縁
が
き
て
市
ノ
川
が
東
流
し
て
い
る
。
東
は
約
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
に
青
鳥
城
祉
(
東
松
山
市
)
が
あ
り
、
標
高
約
四
メ
ー
ト
ル
あ

る
。
南
は
す
ぐ

K
都
幾
川
が
流
れ
、
比
高
は
約
二

0
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
こ
の
川

は
菅
谷
の
と
こ
ろ
で
西
か
ら
の
槻
川
と
西
南
か
ら
〈
る
都
幾
川
と
合
流
し
て
い

る
。

両
館
を
比
較
し
た
場
合
、

共
通
す
る
の
は
河
川
近
く
代
立
地
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
中
世
城
舘
に
が
け
る
付
近
の
河
川
は
、

自
然
の
濠
の
役
目
を
果
す
。
荒
川

の
方
が
こ
の
場
合

K
果
す
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
館
と
の
距
離
が
問
題
で
あ

る
o
敵
襲
を
広
範
囲
に
考
え
れ
ば
荒
川
は
高
い
防
衛
能
力
を
一
ボ
す
が
、
狭
い
範

囲
で
考
え
た
場
合
、

四
方
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
危
険
度
は
高
く
な
る
o

菅
谷
館
は
南
方
か
ら
の
攻
撃

K
対
し
て
は
安
全
性
が
高
く
、

主
に
北
・
古
木
か

ら
の
攻
撃

K
備
え
れ
ば
よ
い
。

遺
骨
自
由
山
館
の
遺
構
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
o
菅
谷
館
は
、
小
室
一
栄
一

氏

AZの
調
査
研
究
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
現
遺
構
は
き
一
町
、
戦
直
一
期
の
菅
谷

城
と
呼
ぶ
べ
き
で
、
中
世
一
前
期
の
館
祉
は
本
丸
社
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

一
向
鎗
は
構
造
自
体
は
単
郭
方
形
館
と
い
う
点
で
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

菅
谷
館
は
東
方

K
自
然
谷
が
あ
り
、
川
仰
に
述
べ
た
こ
と
と
考
え
合
せ
る
と
、

ち
ら
の
方
が
防
衛
能
力
が
大
き
い
。

交
通
路

中
世
関
東
地
方
の
突
通
路
ご
鎌
倉
へ
通
ず
る
も
の
を
鎌
倉
街
道
と

呼
ん
で
い
る
o

比
企
丘
竣
を
縦
断
す
る
謙
含
舟
さ
は

中
最
も
華
や
か
左
道
と
い
わ
れ
て

ω
る
(
窃
c

上
道
!
一
で
、

鎌
倉
街
道

一
上
道
、
ほ
と
野

信
温
慣
を
結
ぶ

叫
怠
で
、

江
戸
時
代
に
も
重
姿
な
透
。
一
つ
で
お
っ
た
o

こ
の
道
は
市
ノ
川
の
関

祈
谷
の
中
を
寸
湿
り
、

今
市
・
叫
帝
国
(
寄
居
町
)
を
通
っ
て
荒
川
に
達
し
対
山
一
平
の

花
園
村
へ
通
じ
て
い
た
。
ま
た
、
今
市
か
ら
赤
浜
(
寄
居
町
)
に
向
っ
て
荒
川

を
渡
る
道
も
あ
っ
た

(20
菅
谷
付
近
で
は
館
の
東
方
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地

点
で
都
幾
川
川
を
渡
り
、

対
岸
の
大
蔵
村
へ
達
し
て
い
た
c

次
に
河
川
交
通
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
o
河
川
は
内
設

K
あ
っ
て
は
重
要
な

物
資
。
輸
送
路
で
あ
る
o

鎌
倉
幕
府
は
承
久
の
乱
後
、
河
手
を
取
る
者
が
増
加

し
た
の
で
こ
れ
を
禁
じ
て
い
る
(
担
o
荒
川
¥
都
幾
川
も
河
川
交
通
路
の
役
目
も

果
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
o
戦
国
時
代
に
念
っ
て
、

鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
は

荒
川
衆
の
一
人
持
田
氏
に
対
し
て
荒
川
を
通
る
公
方
筏
以
外
の
筏
を
よ
〈
調
べ

る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
o

更
に
氏
邦
は
秩
父
の
定
峯
(
秩
父
市
)
の
炭
焼
に
対

し
て
諸
役
免
除
と
と
も
に
関
津
料
の
免
除
を
与
え
て
い
る
(hoo
時
代
は
新
し
い

6 

が
、
荒
川
あ
一
る
い
は
そ
の
支
流
の
河
川
が
物
資
運
搬
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
都
幾
川
に
つ
い
て
は
文
献
史
料
は
左
い
が
、

流
量
、

川
幅
A
Hホ

ど
か
ら
考
え
て
利
弔
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
0

自
国
山
館
・
菅
谷
館
。
河
川

交
通
を
考
え
た
時
、

都
幾
川
は
荒
川
水
系
の
川
で
あ
る
か
ら
、

距
離
の
点
で
棺

異
円
か
生
ず
る
。

距
離

鎌
倉
山
市
げ
東
国
の
武
士
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
、

鎌
倉
と
の
距
離
も
多
少
は
問
題
に
な
る
か
と
思
う
o
畠
山
館
・
菅
谷
館
の
間
は

戸、-

約
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
そ
し
て
丘
竣
を
越
え
る
だ
け
だ
か
ら
移
動
の
軍

難
さ
は
無
視
し
て
よ
い
と
患
う
o

南
館
の
距
離
は
館
を
移
動
さ
せ
た
理
由
の
『
中

で
ど
れ
だ
け
の
比
重
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。

源
頬
菊
は
建
久
一
芯
卒
十
二
月
に
京
都
か
ら
鎌
倉
へ
滑
る
時
、

最
後
に
沼
一
匂
宿

に
沼
h
ノ、

こ
こ
を
午
前
市
一
時
頃
出
発
し
て
午
後
六
時
に
鎌
倉
に
到
着
し
て
い
る



(
品
。
酒
匂
宿
と
鎌
倉
の
問
は
約
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
o

建
久
六
竿
の
上
渇

の
帰
れ
ノ
は
黄
瀬
川
宿
(
沼
津
市
)
か
ら
二
日
で
帰
っ
て
い
る
が
、
上
洛
時
の
記

事
左
ど
か
ら
こ
の
場
合
は
箱
根
を
越
え
た
と
考
え
ら
れ
る
o

『
玉
葉
』
(
過
に
は

平
頼
盛
が
相
模
国
府
に
治
っ
た
記
事
が
あ
り
、

こ
こ
を
頼
朝
城
よ
り
一
臼
の
行

程
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
相
模
国
府
は
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
月
十
六
日
条

K

「
相
模
国
府
六
所
宮
」
と
る
る
か
ら
、
大
後
町
国
府
新
宿
付
近
の
国
府
を
さ

す
。
ま
た
、
頼
朝
城
は
鎌
倉
の
こ
と
(
日
付
)
だ
か
ら
約
二
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離

で
あ
る
。

二
つ
の
史
料
を
も
と
に
し
て
考
え
た
場
合
、
畠
山
館
、
菅
谷
館
は
半
日
程
度

差
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
c

の
距
離
だ
と
い
え
る
o

し
か
し
薪
馬
を
考
え
た
場
合
は
あ
ま
り
重
大
な
距
離
の

以
上
回
点
に
つ
い
て
館
を
移
動
し
た
理
由
を
考
え
た
が

マ
イ
ナ
ス

K
な
る
要
素
は
左
い
。
プ
ラ
ス
の
要
素
の
中
で
特
に
大
き
い
の
は
防

移
動
し
た
こ
と
で

衛
力
の
点
で
あ
ろ
う
。
在
{
自
の
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
は
農
村
経
営
の
中

相

模

湾

岡崎城-真由減の位置図図 4

心
で
お
る
c

芥
一
圏
内
に
hx
け
る
武
士
の
屋
敷
は
、
平
地
に
建
て
ら
れ
る
の
が
普

通
で
あ
る

3
0
菅
谷
館
と
は
称
し
て
い
る
が
、
軍
事
施
設
と
し
て
の
中
世
城
郭

の
要
素
が
、
構
造
一
回
で
左
く
、
立
地
条
件
か
ら
み
て
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
国
山
重
一
忠
は
治
承
四
年
十
月
に
頼
朝
投
降
し
て
か
ら
、

文
治
三
年
十
一
月
ま
で

の
七
年
の
間
に
、

軍
事
的
に
防
衛
力
心
強
い
菅
谷
を
選
ん
で
舘
を
移
し
た
と
思

わ
れ
る
。四

岡
崎
城
と
真
田
城

今
ま
で
み
て
き
た
よ
う

K
自
由
山
館
と
菅
谷
館
が
一
組
。
関
連
名
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、

次
の
間
崎
城
・
真
田
城
も
城
主
が
親
子
で
あ
り
一
組
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

←J 
立

士也

南
城
と
も
相
模
平
野
西
方
の
洪
積
台
地
上

K
位
置
す
る
。
岡
崎
城
の
あ
る
台

7 

地
は
伊
勢
原
市
東
大
竹
が
最
も
高
く
五
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
o

台
地
の
東
側
は

コιq
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玉
川
左
ど
の
小
河
川
が
相
模
川

K
平
行
し
て
南
下
し
、
花
水
川
と
左
っ
て
相
模

湾

K
注
ぐ
。
西
側
は
主
と
し
て
鈴
川
の
形
成
す
る
沖
積
低
地
で
、
一
五
メ
ー
ト

ル
前
後
で
あ
る
o

ζ

の
低
地
を
挟
ん
で
真
由
城
が
あ
り
、
両
城
は
約
一
、
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
台
地
は
丹
沢
山
塊
の
東
側

K
続
き
、

の
台
地
の
北
側
を
大
根
川
が
西
か
ら
東
へ
流
れ
、
南
側
は
大
機
丘
陵
と
の
間
を

金
目
川
が
同
一
方
向

K
流
れ
て
い
る
。
両
河
川
は
花
水
川
に
合
流
す
る
。

。岡
崎

城

岡
崎
城
は
真
田
義
忠
の
父
、

岡
崎
義
実
の
城
で
あ
る
o
域
社
は
現
在
、
帰
命

山
無
量
寺
境
内
と
な
っ
て
い
る
o

こ
の
台
地
は
開
析
が
進
ん
で
か
h
y
、
城
祉
の

南
方
で
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
、
東
側
で
約
一
二

0
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
示
す
o

ζ

の
低
地
と
城
祉
の
比
高
は
約
二

0
メ
ー
ト
ル
で
、

南
側
で
は
約
一
一
一
メ
ー
ト
ル

で
急
崖
と
な
っ
て
b
り
、
約
四
五
度
の
傾
斜
を
示
し
て
い
る
。

構
造
に
つ
い
て
は
伊
礼
正
雄
氏
詑
)
の
調
査
が
あ
る
。
立
地

K
つ
い
て
触
れ
て

な
け
ば
、

小
河
川
の
開
析
で
残
っ
た
台
地
の
東
端
付
近
の
高
所
(
標
高
三
一
メ

ー
ト
ル
)
に
選
地
さ
れ
て
い
る
o

域
自
体
は
南
部
だ
け
が
崖
に
接
し
て
い
る
0
8

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稽
』
官
)
(
以
下
『
新
相
記
』
と
略
す
)
に
依
れ
ば
東
北

五
十
五
問
、
南
四
十
五
問
、
西
・
北
五
十
聞
と
あ
り
、
方
一
町

K
少
し
狭
い
面

積
で
、
と
れ
は
現
存
遺
構
の
範
囲
と
一
致
す
る
。

@

真

田

城

真
田
城
は
現
在
、
万
種
山
天
徳
寺
の
境
内
と
な
っ
て
い
る
o

標
高
は
約
二
七

メ
ー
ト
ル
で
、

低
地
と
の
比
高
は
約
一

0
メ
ー
ト
ル
あ
る
o

城
祉
の
西
側
に
小

さ
左
谷
が
あ
り
、

一
番
奥
の
上
野
ハ
ツ
氏
宅

K
は
今
で
も
良
い
水
を
出
す
と
い

わ
れ
る
湧
水
が
あ
る
o

更

K
と
の
谷
の
西
側

K
と
の
付
近
で
は
大
き
な
深
い
谷

が
続
い
て
な
り
、

小
字
名
を
奥
か
ら
与
市
谷
津
・
大
谷
津
・
中
之
谷
津
・
谷
津

(
ヤ
ト
)
・
久
保
・
池
田
・
鬼
城
と
呼
ん
で
い
る
o

中
世
の
水
田
が
営
ま
れ
る
の
が

谷
津
な
ど
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

与
市
谷
津
と
名
付
け
ら
れ
た
の
が
、

湧
水
近
〈

K
あ
る
こ
と
左
ど
興
味
深
い
。

乙

遺
構
は
『
新
相
記
』

K
四
方

K
堀
が
あ
る
と
見
え
て
い
る
が
、

現
在
は
東
・

西
K
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
o

域
社
の
北
東
の
低
地
を
鬼
城
(
オ
ン
ジ
ロ
)

と
い
っ
て
い
る
か
ら
鬼
門
と
考
え
、

大
手
は
南
方
と
考
え
ら
れ
る
。
真
田
城
は

三
方
崖
で
あ
る
が
、

急
左
崖
で
は
左
い
か
ら
堀
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

飲
用
水
は
、

域
叫
祉
の
東
側
の
空
堀
を
横
切
っ
て
降
り
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
十

数
年
前

K
比
べ
次
第
に
小
さ
〈
な
っ
て
い
る
が
、
今
日
で
も
湧
い
て
い
る
。

交
通
路
は
、
台
地
の
中
央
を
東
西

K
横
断
す
る
道
が
あ
り
、

小
字
名
に
宿
矢

名
(
秦
野
市
)
、

宿
、
小
道
(
平
塚
市
)
が
あ
る
o

宿

K
は
濠
状
道
路
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
最
近
鎌
倉
街
道
遺
構
と
の
報
告
詑
)
が
あ
っ
た
o

宿

R 

の
陶
山
忠
氏
宅
は
家
老
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
真
田
義
忠
の
郎
等
・

豊
三
家
康
の
子
孫
の
家
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

同

築

城

の

意

義

岡
崎
義
実
は
三
浦
庄
司
義
継
の
四
男
で
あ
る
o

三
浦
半
島
に
殆
ん
ど
の
一
族

石
田
氏
(
誌
と
と
も

K
相
模
平
野
に
進
出
し
、
二

が
散
在
し
て
い
る
の

K
対
し
、

人
の
子
、
義
忠
と
土
屋
義
清
も
平
野
西
部
の
台
地

K
館
を
構
え
て
い
る
。

一
五
騎
の
兵
を
引
き
つ
れ
(
必

真
田
与
一
義
忠
は
石
橋
山
合
戦
で
頼
朝
方

K
、

副
将
軍
と
し
て
参
障
す
る
が
敗
死
す
る
訂
)
0

義
忠

K
は
三
人
の
子
供
が
い
た
が
、

建
保
元
年
の
和
田
義
盛
の
乱

K
、
義
盛
方
と
し
て
岡
崎
左
衛
門
尉
実
忠
と
あ
り
、

義
忠
子
と
し
て
あ
る
o

更

K
岡
崎
与
一
左
衛
門
尉
父
子
三
人
と
あ
る
か
ら
(
必
義

忠
の
死
で
真
田
氏
は
絶
え
て
、
義
突
の
も
う
一
人
の
子
、
義
清
も
土
屋
氏
を
継



い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
実
忠
が
岡
崎
氏
を
継
円
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

郭
の
点
か
ら
考
え
て
も
立
地
・
構
造
商
で
岡
崎
城
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と

も
、
真
田
城
が
捨
て
ら
れ
た
照
出
I
R
考
え
ら
れ
る
(
必
ο

相
模
平
野
西
部
へ
の
進
出
を
は
か
っ
た
岡
崎
義
実
は
、

が
る
中
村
荘
司
宗
平
と
姻
戚
関
係
(
川
却
を
結
ん
で
、
真
由
、

大
磯
丘
費
一
帯

K
広

土
屋
(
平
塚
市
)
を

武
家
社
会
の
新
し
い
事
態
の
重
大
な
時
期
に
義
忠
を
失
っ
て
間
主

秦
野
盆
地
の
波
多
野
義
景
と
波
多
野
本
荘
を
め
ぐ
る
争
い
に
放
れ
つ
り
)
、
失
意
の

う
ち
に
死
ん
で
ゆ
く
お
)
0

そ
の
後
の
和
田
の
乱
で
義
実
の
子
孫
は
絶
え
、
岡
崎

も
近
藤
左
衛
門
尉

K
与
え
ら
れ
て
し
ま
う
行
)
0

押
え
る
が
、

五

セ士
*-口

E喜

中
世
前
期
の
城
館
四
つ
を
、

こ

う

の

グ

ル

プ

K
し
て
考
察
を
試
み
た
口

ま
づ
従
来
あ
ま
り
詳
細
な
報
告
の
左
い
白
田
山
館
の
遺
構
を
『
新
編
武
蔵
国
風

土
記
稿
』
を
基
礎
に
考
察
し
、

現
遺
構
よ
り
規
模
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
念
い

か
と
の
一
応
の
結
論
を
得
た
。

次
に
畠
山
重
忠
が
館
を
白
田
山
か
ら
菅
谷
へ
移
し
た
理
由
と
し
て
、
プ
ラ
ス
に
な

る
と
思
わ
れ
る
点
を
両
者
の
比
較
の
中
か
ら
考
え
た
o
結
論
は
鎌
倉
を
中
心
と
し
た
武
家

政
治
の
開
始

K
対
応
し
て
、
主
に
立
地
条
件
の
点
で
軍
事
的
価
値
の
高
い
菅
谷

館
へ
移
っ
た
と
考
え
た
o

一
七
ベ
岡
崎
城
・
真
田
城
は
、

三
浦
氏
の
一
族
で
あ
る
岡
崎
義
実
の
相
撲
平
野
進
出
の

拠
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
左
継
承
者
で
あ
る
真
田
義
忠
の
死
、
和
国
の

乱
に
よ
る
一
族
の
敗
死

K
よ
っ
て
挫
折
し
た
の
で
あ
る
o

こ
れ
ら
の
城
館
を
考
察
す
る

K
当
っ
て
、
例
え
ば
真
目
減
K
関
連
し
て
の
与
市
谷
津
の

間
電
左
ど
調
査
研
究
が
不
十
分
な
点
も
あ
る
が
、
今
後
1

中
世
域
館
の
研
究
を
進
め
て
ゆ 域

〈
中
で
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

;主

主主

渡
辺
世
祐

八
代
田
一
治
へ
一
九
一
三
)
武
蔵
武
士

第
六
章

達
人

(
一
九
六
二
)
由
国
山
重
忠

人
物
叢
書
九
二

震

3 
) 

鎌
倉
時
代

埼
玉
県
二
九
一
二
三
)
埼
玉
県
史

第
三
巻

一
七
一
頁

1

一
七
五
頁

(4) 

自
田
山
重
忠
公
史
跡
諌
存
会
の
事
務
局
長
の
中
山
良
作
氏
は
、
川
本
村
交
化
財

深
護
委
員
で
も
あ
る
o
調
査
の
町
御
教
一
ボ
い
た
い
た
主
¥
資
料
も
貸
し
て
い
た
だ
い
た
o

5 

第
四
巻

九
三
頁

1
九
五
一
員

伊
礼
正
雄
(
一
九
六
七
)

日
本
城
郭
全
集

(
岡
崎
城
)

一
三
四

1
一
一
一
一
五
一
員
(
真
沼
城

6 
) 

日
本
歴
史
地
理
総
説

丸

茂

武

重

二

九

七

五

)

中
世
編

頁

?) 
日
本
地
誌
研
究
所
ご
九
六
八
)

日
本
地
誌

第
六
巻

一
二
九
頁

1

ヨ

二
二

O
一員

(8) 

埼
玉
県
二
九
七
回
)
埼
玉
県
地
質
図

9 

埼
玉
県
二
九
五
回
)
武
蔵
国
郡
村
誌

第
九
巻

男
会
郡

ni:Q 
本
田
村
と
白
田
山
村
が
合
併
し
て
本
自
由
に
な
っ
た
。

新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿

男
会
郡

大
日
本
地
誌
大
系

第

五
巻

g 

川
本
村
教
育
委
員
会
・
川
本
村
文
化
財
保
護
委
員
会
・
川
本
村
郷
工
を
知

る
会
共
編

川
本
村
の
史
讃

主主

(
一
九
六
五
)
中
川
市
一
城
郭
の
研
究

(
ハ
)
五
頁

小
室
栄

~ ~ 

J5li-

愛
国

武
(
一
九
六
三
)
武
士
団
と
村
落

五
三

i
五
回
頁

島
田
豊
寺
二
九
六
七
)
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

回
二
百
円

1
四

六
頁

g 

前
掲
(
迅
一
二
つ
三
一
気

11
一一一

五
貞



立

籍
瀬
良
明
二
九
五
七
)
中
世
の
館
と
地
形

現
代
地
理
講
座

第
一
巻

ー
一
つ
頁
で
は
義
E
買
の
武
蔵
出
張
の
時
の
別
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
一
二
号
九
頁

一
二
七
頁

JJi 

埼
玉
県
文
化
財
保
護
協
会
ご
九
七
二
)
埼
玉
文
化
財

li 

前
掲
(
込
比
企
郡

大
日
本
地
誌
大
系

第
十
三
巻

zz -2J. Z.立
前
掲
(3)
第
二
巻

前
掲
(
日
)
別
冊
六
二
図 奈
良
平
安
時
代

四
三
四

1
四
三
五
頁

本
文
は
二
五
六
頁

1
二
五
九
頁

自
白
山
井

神
社
縁
起
こ
九
七
二
)
埼
玉
叢
書

第
六
巻

頁

ミ主

王王

妻
鏡

一
元
久
二
年
六
月
一
一
一
一
日
条

新
一
訂
増
補
国
史
大
系

以
下
の
吾
妻
鏡
は
全
て
国
史
大
系
本
に
よ
る
。

~ 

第
五

O
図

一一一一

O
頁

1

第
三
二
巻

て
l
城
郭
選
地
論
第
六
報
l
日
大
三
中
研
究
竿
報

第
六
輯

籍

瀬

良

明

二

九

回

二

戦

国

時

代

K
於
け
る
武
蔵
の
台
地
域
郭

K
つ
い

吉
田
静
致
先

生
古
稀
祝
賀
記
念
号

一
六

O
頁

主主

一
志
茂
樹
二
九
五
七
)
域
館
祉
の
形
態
ー
と
そ
の
史
的
芳
察

第
九
巻
一

O
号

七
頁

z9.-

前
掲
(
込
二
豆
七
頁

前
掲
(
込

m.:n 

阿
部
正
道
(
一
九
六
六
)
鎌
倉
街
道

K
づ
い
て

人
文
地
理
学
の
諸
問
題

一
五
頁

1
一
六
頁

z3i 

小
川
町
二
九
六
一
)
小
川
町
史

六
九
頁

1
七
一
頁

二

九

七

O
)
花
園
村
史

四
回
頁

1
四
五
一
員

ミg.

鎌
倉
幕
府
法
新
編
追
加
一
九
九

信

濃

花
園
村

中
世
法
制
史
料
集

市
民

K
新
編
追
加

弘
長
二
年
七
月
一
日
付
(
一
九
五
五
)

一
五

弘
，-，.. 
君主'

第
一
巻

一一一一寸
J

Z
氏

四
年
四
月
二
四
日
付

K
も
津
料
河
手
事
が
見
え
て
い
る
。

二
四
八
頁

ミ.1

北
条
氏
邦
奉
行
連
著
書
状
二
九
七
五
)
新
編
武
州
古
文
書
上

榛
沢
郡

二

O
号
交
霊
一
回

右
と
同
室
一
日

秩
父
郡
一
一
五

六
二
九
頁

北
条
氏
邦
印
判
状

且
つ
文
章
吉

六
七
一
一
員

~Ji~~ 

前
掲
(
品
建
久
元
一
宇
一
二
月
二
八
日
¥

二
九
日
条

土石一

葉

き
三
九

寿
永
二
年

一
月
六
日
条

大
類
伸

鳥
羽
正
雄

日
本
城
郭
史
二
九
三
六
)

O 

頁

今
井
休
太
郎
二
九
三
八
)
中
世
一
に
於
け
る
武
士
の
重
敷
地
特
に
そ
の

付
属
地
の
耕
作
に
就
い
て
l
社
会
経
済
史
学

第
八
巻
四
号

一
O
二
頁

g 窓 ~g~

前
掲
(5)

新
編
相
模
園
風
土
記
稿

大
住
郡

大
日
本
地
誌
十
へ
系

第
一
一
一
八
巻

前
掲
(6)

頁

10 -

伊
勢
原
市
石
田
に
石
田
域
社
が
あ
る
。

() 

源
平
盛
衰
記

石
橋
山
合
戦
事

生主

三
浦
系
図

続
群
書
類
従

第
六
輯
上

~ 

前
掲
(
竹
内
V

建
保
元
年
五
月
二
日
、

一
一
日
、
六
日
条

s 

前
掲
(
お
)
建
保
一
元
年
五
月
六
日
条
の
和
国
合
戦
討
死
の
人
々
の
中

K
佐
奈
田

春
八
の
名
が
あ
る
口
吾
妻
鏡
に
は
こ
と
だ
け

K
登
場
し
、

討
死
し
た
他
の
三

清
一
族
と
は
離
れ
た
所

K
記
載
さ
れ
て
い
る
o
義
忠
と
の
関
係
は
判
ら
な
い
c

(
M
U
 

前
掲
(
札
)
真
田
義
忠
の
母
が
中
村
荘
司
宗
平
の
女
で
、

義
清
は
宗
子
の
子
、

土
壇
宗
遠
の
養
子
で
あ
る
o
中
村
一
族
は
他
に
は
土
肥
氏
、

二
宮
氏
が
な
り
、

大
後
丘
陵
一
帯
を
押
え
て
い
た
。

B 

前
掲
(
日
)
文
治
四
年
八
月
一
一
一
一
一
日
条

義
実
は
頼
朝
に
よ
る
御
成
敗
に
負
け
、

罰
と
し
て
一

日
間
鶴
岡
へ
幡
宮

勝
長
寿
院
で
宿
直
す
る
事
を
ふ
叩
ぜ
ら



れ
る
o
し
か
し
九
月
一
一
一
白

K
、
義
実
の
郎
従
が
箱
根
で
山
賊

を
捕
え
た
の
で
許
さ
れ
て
い
る
。

8 

頼
朝
は
建
久
元
年
正
月
一
五
日

K
箱
根
神
社
・
伊
豆
山
神
社

K
参
詣
し
た
際
、

石
橋
山
の
義
忠
と
豊
三
家
康
の
墓
を
訪
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
幕
府
も
時
々
義
忠
追
善
供
養
を
鎌
倉
山
内
の

証
菩
提
寺
(
横
浜
市
戸
塚
区
上
郷
町
)

で
営
ん
で
い
る
o

義
忠

は
死
後
も
こ
の
よ
う

K
扱
わ
れ
た
が
、
義
実
は
正
治
二
年
三
月

一
四

B
K
政
子
亭
を
訪
れ
、
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
同
年
六
月

二
一
目
、

八
九
才
で
没
す
る
o
墓
は
証
菩
提
寺

K
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

li 

前
掲
(
窃
建
保
元
年
五
月
七
日
条

和
田
の
乱
の
論
功
行
賞
と

し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

A S七udyof Cast1es and Mansions in Ear1y Medieva1 Age; 
Around the Hatakeyama mansion and the Sanada cast1e 

Minoru YAMAMOTO 

The author has investigated the Hatakeyama and七heSugaya 
mansion， or the Okazaki and the Sanada cast1es by histrico-
geographica1 approach. The seigneur Shigetada Hatakeyama 
possessed the Hatakeyama and the Sugaya mansion. According 
to the Shinpen Musashinokuni Fudokikou， the former cou1d be 
assumed rather bigger than its present remains. The author 
is bringing 1ight on the mo七iva七ionof his moving from the 
former mansion to七he1at七er，comparing its reasons as 
fo11ows: 1) geographica1 features 2) remains 3) transpor七
route-nets 4) dis七ance七oKamakura Among them， 1) seems 
to be the most subs七an七ia1，because， though the Hatakeyama 
mansion was 10cated on七hef1at country， the Sugaya mansion 
was on七hes七eepprecipice a10ng the Tsuki river. That is， 
the 1atter mansion cou1d be much more strong1y defenced. 
The Okazaki a.nd the Sanada cast1es， vlhose caete 11ans 
were 1inked with one fami1y， the Kiura， were si♂nif'iη訂 lt
for this fami1y to invade the Sagami p1ain. The author 
worked out that their intention was ec1ipsed through the 
death of Yoshi tada Sarロ，daat the batt1e of Ishibashiyama 
and through the Revo1t of Yoshimori v[ada. 

1 1 




